
企業と市場・社会

【ねらい】
このテーマでは，企業と社会の発展がどのように関わっているか，そして企業が担うべき
社会的責任とは何か，という問いに答えることを目指しています。
【意義】
企業はこれまで，経済的にも文化的にも私たちの社会の発展に大きな貢献をしてきました。
今日の豊かな社会生活は，企業活動と共にあると言っても過言ではありません。しかし，同
時にさまざまな社会問題を引き起こしてきたことも事実です。例えば，地球温暖化など環境
問題が進んだ原因の一つには企業活動が世界規模で活発になったことがあります。また，商
品の欠陥や不公正な取引を隠したり，顧客情報を流出させるなど，企業の倫理観が問われる
事件もたびたび起こっています。今日の企業は単なる利益の追求だけでなく，社会のさまざ
まな要請に広く耳を傾け，社会の持続的発展に寄与していくことが求められています。この
テーマでは，市場や社会といった少し大きな視野から，その中での企業の経済的・環境的・
社会的な貢献や影響力，それらに伴い果たすべきさまざまな役割や責任，さらにはそういっ
た役割や責任を担うべく企業経営のあり方について学びを深めていきます。そのために３つ
のアプローチを採用しています。 
第１のアプローチは経済学です。経済学は社会全体の資源の有効利用という視点から企業
組織・企業活動をとらえる枠組みを提供してくれます。ここでは，市場システムと比べて企
業組織にはいかなる利点があるのか，企業活動は市場の動きや成果といかに関わっているの
か，企業活動は社会全体の生活水準の向上にどのように貢献しているのか，経済学的な視点
や手法を用いると企業組織や制度といったものがいかに説明しうるのかといったことを学ん
でいきます。
第２のアプローチは経営学・法学です。まず，今日までに開発された経営管理や経営組織
の理論的フレームワークを振り返り，そこから企業ならびに経営学の果たすべき役割を検討
します。とくに，経営倫理では，企業の持つ社会的影響力とそれへの責任について倫理的に
考えていきます。また，経済法など法律関連科目からは，コンプライアンスが重要視される
昨今，法律の観点から企業の果たすべき役割を考えていきます。
第３のアプローチは自然科学・環境経営論です。ここでは環境問題・資源問題の現状を知
り，環境破壊・資源浪費と企業活動がどのように関わっているのかを明らかにします。国と
いうボーダーを越えて大きな影響力を持つ存在となった企業は，この地球環境問題に対する
考察力と実行力を持たない限り，その活動と存在を社会から許容されません。消費者として，
やがて企業経営に係るものとして必要な認識をしっかりと深めていきます。 
【将来像】
組織が持つ魅力の一つは，個人では到底達成出来ない目標を担えることにあります。しか
し，その反面，組織はそれが適切に運営されなければ，多大な損害や浪費を社会に生み出し
ます。これは企業も例外ではありません。このテーマの履修者には，企業の中核的を担う人
材として，企業活動をさまざまな視点から捉え，その結果を事前に予測すること，社会の幅
広いニーズを察知し，社会の発展と調和した経営のあり方を模索することが期待されます。
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企業と市場・社会と他テーマを修得することによって・・・

【＋ベンチャー創造と事業継承】
社会や市場における企業家の果たす役割を理解し，社会全体を見渡したビジネス・チャン
スを発見できるようになります。
【＋戦略デザイン】
環境，投資家，顧客，従業員，地域社会などの利害者集団と調和をはかった戦略や，経済
学の枠組みを用いた戦略論を理解し，戦略の実用性を高めることができます。
【＋グローバル・マネジメント】
より多様な環境，投資家，顧客，従業員，地域社会などの利害者集団とかかわるグローバ
ルに展開した大規模企業を理解することができます。また，経済学が得意とするマクロ的視
点から経営のグローバル化を理解することができます。
【＋企業評価とファイナンス】
社会や市場の中で活動する企業を幅広く評価することが可能となり，ファイナンスに影響
を与える資金循環や世界経済の動向と金融市場の動向を把握することができるようになりま
す。
【＋企業活動と会計情報】 
社会・経済の変化と密接にかかわっている会計制度の発展をより幅広い視野で，そして深
く理解することができるようになります。
【＋顧客満足とマーケティング】
社会における顧客という多角的かつ幅広い視野から顧客満足や広告，流通を捉えることが
できるようになります。
【＋ビジネス・ソリューション】
経営戦略に関する意思決定や様々な問題解決の選択に必要となる理論や手法を幅広い視野
から体系的に理解するとともに，市場や社会の仕組みをORやシミュレーションの手法を用
いて分析することができるようになります。
【＋人的資源と知識創造】
社会の影響を大きく受ける従業員の行動を理解できるようになるとともに，知識創造を実
現するための幅広い視野がもてるようになります。
【＋ICTと情報マネジメント】
ICTを利用して，企業活動と市場や社会，経済問題を解決するシステムを構築することが
できるようになるとともに，ICTを利用することによって生じる様々な社会問題を理解する
ことができるようになります。
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ベンチャー創造と事業継承

【ねらい】
これからの時代の主役である企業家のはたす役割について理解を深め，企業家精神あふれ
る志の高い若者を育てるというのがこの科目群のねらいです。
【意義】
時代の大転換期
いま時代は大きく変わろうとしています。戦後の高度成長の時代に築き上げられた産業構
造やビジネスの慣行が，変化を迫られているからです。高度成長の時代は，ただひたすら欧
米の先進国に追いつこうとする時代でした。政府の行政指導の下に，大企業に有利なビジネ
スの状況が生まれ，それぞれの企業組織もグループ内の相互の信頼関係に守られ，安定的に
成長を遂げました。しかし，いまや大企業であるからといって決して安泰ではありませんし，
組織の形も分解したり吸収・合併されたりする可能性を秘めています。そして何よりも，ベ
ンチャーという新しいビジネス群が台頭しつつあります。時代のリーダーとして，ベンチャ
ー経営者たちに注目が集まり始めています。
ビジネスチャンス
このような現象は，決して偶然に生まれたものではありません。時代が変化すればニーズ
も変化しますし，技術も変化します。変化の発生するところ必ず新しいビジネスチャンスが
生まれます。まして政治や経済の制度的な構造改革が進められる現在のような激しい変化の
時代にはなおさらそうなります。ベンチャービジネスのチャンスはいよいよ大きくなるでし
ょうし，企業の「細胞分裂」や企業間の「融合」も頻繁になります。
企業家の時代
このような時代に求められるのが，「企業家」（アントレプレナー）です。企業家とは，新
しく事業を起こすうえで必須の人物です。つまり，新しい事業計画を発案する人，その計画
に必要な資金を出し責任とリスクを引き受ける人，実際にその事業を遂行する組織のリーダー，
といった人々です。ベンチャーの創業者もそうですし，有望なベンチャーを発掘しそれを育
てる投資家（エンジェル）も，また創業者のパートナーとして会社組織をデザインしその運
営にあたる経営者も企業家です。さらには，会社の新しい事業部門を立案する人，他企業
（の事業部門）との合併案を考え付く人，不調に陥った企業を建て直し再建する人も企業家
です。
【将来像】
このテーマでの学修の最も重要な成果は，将来の企業家としての自立です。学生で，ある
いは卒業してすぐベンチャー経営者にならなくとも，いつか，勤めた会社から独立したり，
仲間と会社を作ったり，父親の会社を継いで発展させたりという風に，将来に向かって大き
な夢を持って社会に羽ばたこうとする意欲と志が，これからの時代に最も大きな財産になり
ます。
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ベンチャー創造と事業継承と他テーマを修得することによって・・・

【＋企業と市場・社会】
社会や市場における企業家の果たす役割，社会全体を見渡したビジネス・チャンスの発見
をより深く理解することができます。
【＋戦略デザイン】
ベンチャーや事業の撤退・継承で求められる経営戦略に関する基礎知識を習得し，戦略策
定のセンスが身につけることができます。
【＋グローバル・マネジメント】
グローバルに展開するベンチャーが直面する問題を解決することができるようになりま
す。また，多くの企業がグローバル化することによって生じるその周辺領域のビジネス・チ
ャンスをつかめるようになります。
【＋企業評価とファイナンス】
どのようなベンチャーが企業価値を高め，利益を生み出していくのかを理解することがで
きるようになるとともに，ベンチャーに必要なファイナンスの方法を身につけることができ
ます。
【＋企業活動と会計情報】
ベンチャーに求められる会社法に従った会計処理の方法を身につけ，会計上適切に会社を
運営することができるようになります。
【＋顧客満足とマーケティング】
ベンチャーで求められるマーケティング活動ができるようになるとともに，顧客の顕在
的・潜在的ニーズとの接点にあるビジネス・チャンスをうまく把握することができるように
なります。
【＋ビジネス・ソリューション】
ビジネス・チャンスを具体化する方法を見につけ，ベンチャーが直面するさまざまな問題
を解決することができるようになります。また，ソリューションに関連するビジネス・チャ
ンスをつかめるようになります。
【＋人的資源と知識創造】
資源が限られているベンチャーで求められる人材確保の仕方，人材活用の方法を身につけ，
イノベーションを推進することができるようになります。また，人材に関連するビジネス・
チャンスをつかめるようになります。
【＋ICTと情報マネジメント】
ベンチャーの能力を高め，最大限に発揮するICTを使いこなせるようになるとともに，ICT
領域におけるビジネス・チャンスをつかめるようになります。
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戦略デザイン

【ねらい】
本テーマでは，組織，市場環境，社会環境，国際環境等さまざまな視点から，企業の戦略
策定と実行に関する諸知識を体系化に学びます。
【意義】
世の中にはさまざまな企業が数多く存在しています。企業は，それぞれ異なる事業を展開
し，たとえ同じ業界で活動している企業であっても，その事業運営の仕方はそれぞれ異なっ
ています。その中には業績好調な企業もあれば，利益を上げることができず倒産してしまう
企業もあります。こうした企業間の業績の違いはなぜ発生するのか。どうすれば業績を上げ
ることができるのか。その答えを見つけるための理論的なツールが経営戦略論です。
本来経営戦略は，企業のトップマネジメント・レベルで検討される課題ですが，今日のビ
ジネス社会においては，企業で働くすべてのビジネス・パーソンにも全社的・長期的な視点
から思考する力が強く求められるようになっています。その意味では，経営を学ぶ学生が戦
略に関するセンスや知識を持つことは社会的要請といえるでしょう。
また本テーマで提供する科目は，経営者や管理者といったゼネラリストのみならず，公認
会計士，システム・エンジニア，中小企業診断士などのスペシャリストを目指す学生にも必
須の科目です。現在，これらスペシャリストに対しては情報システムや企業財務，会計とい
った特定の側面を分析するだけではなく，まず企業の基本となる管理制度やビジネス・プロ
セスなどを理解し，大局的な視点から業務全体を改善・改革していくという，より高度な分
析・判断能力が求められています。すなわち今日のビジネス社会では，戦略的思考ができる
スペシャリストこそが必要とされているのです。
【将来像】
良い経営戦略を策定し，それを実現するためには，企業が自分たちの夢や理想を込めて

「あるべき将来像」を考え，かつ現状の姿からその理想とする姿にどのように自分たちを変
えていくのか，その変化の道筋をも考える必要があります。その意味では，こうした戦略的
思考は企業だけではなく，私たち自身の成長を考える上でも大いに役立ちます。「自分は将
来何になりたいのか」，「なりたい自分になるために，今自分は何をすべきなのか」。すでに
明確な将来の目標を持っている学生にとっても，これから自分のキャリアプランを考えよう
としている学生にとっても，戦略デザインの科目群を履修することは，実社会における活躍
の可能性を大きく広げることになるでしょう。
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戦略デザインと他テーマを修得することによって・・・

【＋企業と市場・社会】
投資家，顧客，従業員，地域社会などの利害者集団と調和をはかった戦略や，経済学の枠
組みを用いた戦略論をより深く理解し，戦略の実用性を高めることができます。
【＋ベンチャー創造と事業継承】
ベンチャーや事業の撤退・継承で求められる経営戦略に関する基礎知識を習得し，戦略策
定のセンスが身につけることができます。
【＋グローバル・マネジメント】
国内以上に不透明で不確実な要素を含んだグローバル展開する企業の戦略を理解し，策定
することができるようになります。
【＋企業評価とファイナンス】
個々の戦略案の価値を評価し，選択することができるようになるとともに，必要なファイ
ナンスの方法を身につけることができるようになります。
【＋企業活動と会計情報】
戦略を策定し執行するために必要な財産の増減や損益の状態を把握することができるよう
になり，円滑に戦略を実現できるようになります。
【＋顧客満足とマーケティング】
市場を理解し，顧客を満足させることのできる戦略を策定することができるようになりま
す。
【＋ビジネス・ソリューション】
全社レベルの戦略から，業務レベルの問題解決まであらゆるレベルの戦略や問題解決を理
解するとともに，解決手法を身につけることができます。
【＋人的資源と知識創造】
戦略を実現するための人材を育成することができるようになるとともに，より創造的な戦
略を策定することができる組織の仕組みを理解することができるようになります。
【＋ICTと情報マネジメント】
企業の中長期的なプランニングに必要なICTの知識を身につけ，より実践的に戦略を策定
できるようになるとともに，ICTに関連する戦略を策定できるようになります。
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グローバル・マネジメント

【ねらい】
本テーマは，経済のグローバル化という潮流のなかで企業経営における国際的な諸問題に
ついて学修し，グローバルな視野で国際的なリーダーシップを発揮できる人材の育成とそれ
に必要な経営スキルの養成を目標とします。
【意義】
近年，「国境なき経済」の時代を迎え，経営のグローバル化は企業にとって必要不可欠の
条件となってきています。それゆえ企業はグローバルな視野をもつ国際性に富んだ人材を求
めるようになっています。また，日本を取り巻くアジア近隣諸国などとの政治的摩擦，イン
ド，イスラム圏などの宗教・文化・習慣上の異文化摩擦といった異文化経営に対処できる人
材の養成も急務となってきました。さらに，こうした世界的な紛争の激化，地球環境の保全
などに対処できる国際機関またはNPOなどで働く人材の養成も企業経営の枠組みを超えて
必要となってきています。
そのためには，本テーマは関連分野が広いため経営学の基本に加えて，国際経営，経営戦
略，国際マーケティング，国際組織，国際人事，国際会計・財務などを充分体得するのは当
然として，国際経済および国際金融，国際機構などの大きな枠組みにも足を踏み込んで理解
する必要があります。そして世界の各地域経済に関して，その政治，経済，歴史文化・習
慣・人種など異文化の社会文化的背景を理解し素養を高める必要もあります。さらに並行し
て，実務上不可欠な英語またはその他の言語の語学スキルを十分学習しておくことも重要で
す。
しかしながら，こうした基礎知識を十分吸収したとしても，実際に現実の世界で役立たな
ければ意味はありません。異文化での問題に直面した時，既存の知識では解決しえない体験
が新たな知識となり，その知識と新たな経験の積み重ねることで，困難な問題を解決しうる
真のグローバルリーダーシップを発揮する人材が育成できると考えるからです。そのため，
実践的能力を養うため，海外留学制度，企業トレーニング，海外企業見学など「頭だけなく
肌で」世界を体験することも必要です。
本テーマ究極の目的は，国際ビジネス戦略の観点から，地球人として生きる我々が地球的
視野で豊かな地球を育てるためのプロセスを学び，実現させていくことにあると考えます。
【将来像】
基本的には，企業の国際業務部門，海外営業部門，国際金融，外資系企業，商社などの就
職が目標となります。さらにバイヤー，国際旅行業務，航空海運などの運輸業務に加えて，
国際行政諸機関，海外NPO法人などへの就業も視野に入れています。またMBA取得など上
級教育機関への進路も考えられます。
資格については，グローバル社会の進展のなかでコミュニケーションの手段となる語学力
は必須条件であり，各種語学検定（英語検定試験，TOEIC®，仏語検定，中国語検定など）
の受験を推奨します。さらに国際的業務で有利となる通関士，通訳，国際公認会計士などの
資格があげられます。

－ 9 －



グローバル・マネジメントと他テーマを修得することによって・・・

【＋企業と市場・社会】
より多様な環境，投資家，顧客，従業員，地域社会などの利害者集団とかかわるグローバ
ルに展開した大規模企業を理解することができます。また，経済学が得意とするマクロ的視
点から経営のグローバル化を理解することができます。
【＋ベンチャー創造と事業継承】
グローバルに展開するベンチャーが直面する問題を解決することができるようになりま
す。また，多くの企業がグローバル化することによって生じるその周辺領域のビジネス・チ
ャンスをつかめるようになります。
【＋戦略デザイン】
国内以上に不透明で不確実な要素を含んだグローバル展開する企業の戦略を理解し，策定
することができるようになります。
【＋企業評価とファイナンス】
グローバルに展開する企業を正しく評価することができるようになるとともに，世界的視
野から行うファイナンスのための基本的な知識を身につけることができるようになります。
【＋企業活動と会計情報】
グローバル展開する企業の財産の増減や損益の状態を把握し，企業の経営管理活動を円滑
の行うことができるようになります。
【＋顧客満足とマーケティング】
グローバル市場をターゲットにする企業のマーケティング活動を理解し，実践できるよう
になります。
【＋ビジネス・ソリューション】
グローバル展開する企業が直面するさまざまな問題を理解し，問題解決に必要な手法を身
につけることができます。
【＋人的資源と知識創造】
グローバル展開する企業が直面する人材の問題を理解し，異文化の中で知識創造できるよ
うに人をマネジメントすることができるようになります。
【＋ICTと情報マネジメント】
グローバル社会で求められるICTを理解し，それらを身につけることができるようになり
ます。
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企業評価とファイナンス

【ねらい】
このテーマは投資家がいかに企業を評価するのかを考えます。そして，経営者は投資家の
期待を背負いながらどう経営上の判断を行っていったらよいのかを考えていきます。
【意義】
皆さんは今財産を増やしたいと思っているとしましょう。手元に１００万円持っていてそ
のお金は今の生活には当面必要ありません。これを（架空ですが）専修株式会社へ投資する
ことによってその１００万円を増やそうとすることにしました。なぜその会社に投資しよう
と考えたかというと，将来その会社は皆さんのお金を２倍にしてくれるほど成長し儲けるこ
とができると期待しているからです。
なぜ皆さんはその会社が皆さんのお金を２倍にしてくれると期待するのでしょうか。売上
が伸びているからでしょうか。誰にもまねのできない魅力的なモノやサービスを売っている
からでしょうか。熱心で親切な店員がいるからでしょうか。有力な会社といっしょにビジネ
スをしているからでしょうか。積極的にその会社が行っていることを宣伝しているからでし
ょうか。逆に，次のような場合を考えてもその会社は皆さんのお金を２倍にしてくれるでし
ょうか。もしこの会社に強敵がいたらどうしますか。その会社の従業員が頼りなければ，そ
れでも皆さんは安心してモノやサービスを買おうとしますか。その会社はあちらこちらに土
地を持っているけれども空き地ばかりだったらどうしますか。皆さんはその会社が何をして
儲けているかわかりますか。皆さんが知っているビジネスはその会社にとっては一部にすぎ
ないのにそれでも巨額の投資をしますか。その会社は巨額の借金漬けで経営をしていたら考
えを変えますか。それとも，投資を続けますか。これらの点は企業を評価するうえで欠かせ
ないチェック・ポイントとなります。その会社が何からおカネを生み出していくのでしょう
か，そして，どれほどのおカネを皆さんに還元してくれるのでしょうか。安定的におカネを
還元してくれるのでしょうか。それとも，儲かったり儲からなかったりして変化が激しいの
でしょうか。「企業評価とファイナンス」ではこれらを検討しながら企業がどれほどの価値
を生み出すことができるのかを考えていきます。
【将来像】
このテーマを学習することにより，皆さんが投資を行う際，どのような視点で企業を選別
していくかを考えていけるようになるでしょう。また，就職する際にも，一歩深く足を踏み
入れて企業研究をすることができるでしょう。企業経営者になる人は投資家が何を求めてお
金を出してくれるのか意識しながら経営をする感性を磨くことができるでしょう。

－ 11 －



企業評価とファイナンスと他テーマを修得することによって・・・

【＋企業と市場・社会】
社会や市場の中で活動する企業を幅広く評価することが可能となり，ファイナンスに影響
を与える資金循環や世界経済の動向と金融市場の動向を把握することができるようになりま
す。
【＋ベンチャー創造と事業継承】
どのようなベンチャーが企業価値を高め，利益を生み出していくのかを理解することがで
きるようになるとともに，ベンチャーに必要なファイナンスの方法を身につけることができ
ます。
【＋戦略デザイン】
個々の戦略案の価値を評価し，選択することができるようになるとともに，必要なファイ
ナンスの方法を身につけることができるようになります。
【＋グローバル・マネジメント】
グローバルに展開する企業を正しく評価することができるようになるとともに，世界的視
野から行うファイナンスのための基本的な知識を身につけることができるようになります。
【＋企業活動と会計情報】
より多くの会計情報を含めた，正確な企業評価を行うことができるようになるとともに，
ファイナンスの精度も高めることができます。
【＋顧客満足とマーケティング】
金融市場におけるマーケティング活動を理解できるようになるとともに，マーケティング
活動の評価をできるようになります。
【＋ビジネス・ソリューション】
ファイナンスにおける問題解決の手法を学び，問題解決ができるようになるとともに，企
業評価をするために必要なさまざまな分析手法を身につけることができるようになります。
【＋人的資源と知識創造】
人的資源が生み出す価値を正しく評価することができるようになるとともに，ファイナン
ス活動に求められる人材を理解することができるようになります。
【＋ICTと情報マネジメント】
人々は，情報通信技術の進展のおかげで，世界中の情報を用いて金融取引を行っていま
す。どの分野のビジネスでもICTとファイナンスの両面の知識の必要性が高まっています。
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企業活動と会計情報

【ねらい】
企業活動を貨幣的尺度で測定し，「利益」，「業績」，「成長性」，「安全性」などを抽象的な
概念ではなく，具体的な金額・数値で「実感」できるようにさせたい。
【意義】
従業員として働く場合の意義
一般的にいって，同じ働くならば給料は多い方がいいでしょう。ただ，経営者が「無茶な」
経営や「放漫」経営を行っていたら，ある日突然，会社が「倒産」などということにもなり
かねません。最近は，労働組合が「会計」の勉強をして，「賃上げ交渉」にのぞむことも多
くなっています。あなたはどの会社に入社したいですか？その会社で勤め続けたいですか？
その場合の判断基準は何ですか？まだ「先」のことなので「実感」できないかもしれません
が，会計を勉強しておけば必ず役に立ちます。４年生になったら，『会社四季報』は就職活
動のバイブルになります。就職課または図書館で一度現物を見てみてください。
経営者として会社を運営する場合の意義
係長，課長といったミドル・マネジメントになって部下をもったら，あなたはどのような

仕事をするのでしょうか？それまでの経験と勘が「モノをいう」場面もあるでしょう。ただ，
実務の変化は想像以上に速く，これまでの経験や勘があまり役に立たない場面も多々出てく
ると思います。その際に，上司（部長・本部長等）に認められ，部下がついてくるようにす
るためには，あなたの考え方（主張）に説得力がなければならないでしょう。企業活動を貨
幣的尺度で測定し，その結果（または予測）を示すことができれば，あなたの主張は説得力
を増すでしょう。これは，社長になってもいえることです。銀行からお金を借りたり，株主
から出資してもらうためには，会計の数値を使って相手を説得することが不可欠です。
【将来像】
会社の経理・財務担当者になる
これがこのコースを選択した人の一番オーソドックスな進路でしょう。何でも屋の中途半
端なジェネラリストではなく，一芸一能に秀でたスペシャリストを目指してもらいたいと思
います。そして，最終的には，最高財務担当役員（CFO）や監査役を目指す。このような
大志をもった人が一人でも多く出てきて欲しいと思っています。
営業担当者になる
これが本学部卒業生の最も一般的な進路です。あなたはどのようにしてモノやサービスを

「売る」のですか？「根性」ですか？「やる気」ですか？「予算」や「原価」に対する適確
な知識をもち，お客様に対して納得のいく「価格」や「アフター・サービス」̶これにもコ
ストがかかります̶を提供できて初めて，「売上」も伸ばしていけるのではないでしょう
か？
資格
簿記，税理士，公認会計士，公認内部監査人，国税専門官･････。やる気があればたくさ
んの資格が視野に入ります。このコースに入り，仲間を集め，みんなでがんばっていきまし
ょう。
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企業活動と会計情報と他テーマを修得することによって・・・

【＋企業と市場・社会】
社会・経済の変化と密接にかかわっている会計制度の発展をより幅広い視野で，そして深
く理解することができるようになります。
【＋ベンチャー創造と事業継承】
ベンチャーに求められる会社法に従った会計処理の方法を身につけ，会計上適切に会社を
運営することができるようになります。
【＋戦略デザイン】
戦略を策定し執行するために必要な財産の増減や損益の状態を把握することができるよう
になり，円滑に戦略を実現できるようになります。
【＋グローバル・マネジメント】
グローバル展開する企業の財産の増減や損益の状態を把握し，企業の経営管理活動を円滑
の行うことができるようになります。
【＋企業評価とファイナンス】
より多くの会計情報を含めた，正確な企業評価を行うことができるようになるとともに，
ファイナンスの精度も高めることができます。
【＋顧客満足とマーケティング】
市場情報あるいはブランドに代表されるような市場価値を反映させて企業活動を測定し，
企業の経営管理活動を円滑に行うことができるようになります。
【＋ビジネス・ソリューション】
会計領域のおける様々な問題解決の手法を学び，問題解決ができるようになるとともに，
会計情報から得られた知見から経営戦略から業務管理にいたる意思決定ができるようになり
ます。
【＋人的資源と知識創造】
従業員に求められる活動をしっかりとコントロールする方法や，会計情報から得られた知
見から知識を創造することができるようになります。
【＋ICTと情報マネジメント】
会計業務に求められるICTを用いたシステムを構築し，活用することができるようになり
ます。
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顧客満足とマーケティング

【ねらい】
ビジネス活動の究極の目的である顧客満足の実現のための，顧客視点あるいは顧客発想に
よるマーケティング活動の構築方法を身に付けます。
【意義】
顧客満足の実現はあらゆるビジネスでの目的です。ビジネス活動では製品・サービスを販
売することによって売上げをあげ，利益を創出し，企業を存続させていかなければなりませ
ん。しかし，単に売上げをあげ，利益を創出するだけでは十分とはいえません。たとえば，
新しいソフトドリンクを美味しそうだと思って購入した顧客がいたとします。これで売上げ
はあがりました。しかし，この顧客はそのソフトドリンクが期待したほど美味しくなかった
と感じました。この顧客は次もこのソフトドリンクを購入するでしょうか。たぶん購入する
ことはないでしょう。もっと悪いことに，友人にまであのソフトドリンクは美味しくないか
らやめた方がいいというクチコミまでしてしまうかもしれません。結果として，このソフト
ドリンクは市場から撤退することになるでしょう。そして，企業の長期的な業績にはマイナ
スの影響を及ぼすでしょう。
つまり，ただ売れればいいのではなく，顧客の欲求を満たす，あるいは顧客の期待にこた
えることが必要なのです。この結果，生まれるのが顧客満足です。
この顧客満足を実現するためには，顧客ニーズの分析理解を通して，製品・サービスの開
発やブランド構築，適切な価格設定，流通経路の構築，魅力的な売り場作り，そして顧客と
の適切なコミュニケーションなど，顧客と直接接触するマーケティング活動が重要となって
きます。
このテーマでは，顧客満足の実現を主軸とし，顧客の視点に立ったマーケティング活動を
学んでいきます。そしてさらに一歩進んで，顧客との長期的で良好な関係性を構築する顧客
関係性管理（CRM）まで視野に入れていきます。
【将来像】
このテーマを学ぶことにより，将来は，メーカーやサービス業での商品企画，営業，百貨
店やスーパーなどの小売業における接客販売，広告業界などでの活躍が見込まれます。関連
の深い資格としては，販売士，BMC広告マスター（Business Marketing Communication 
Master），中小企業診断士などがあります。このテーマで身につけられるマーケティング全
般の知識はもちろんのこと，製品・サービス政策，流通，広告戦略などの個別領域の知識も
また，こうした資格試験の勉強に役立つものとなるでしょう。
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顧客満足とマーケティングと他テーマを修得することによって・・・

【＋企業と市場・社会】
社会における顧客という多角的かつ幅広い視野から顧客満足の実現や広告活動，流通など
を捉えることができるようになります。
【＋ベンチャー創造と事業継承】
ベンチャーで求められるマーケティング活動ができるようになるとともに，顧客の顕在
的・潜在的ニーズとの接点にあるビジネス・チャンスをうまく把握することができるように
なります。
【＋戦略デザイン】
市場を理解し，顧客満足を実現させることができる経営戦略およびマーケティング戦略を
策定できるようになります。
【＋グローバル・マネジメント】
グローバル市場をターゲットにする企業のマーケティング活動を理解し，実践できるよう
になります。
【＋企業評価とファイナンス】
金融市場におけるマーケティング活動を理解できるようになるとともに，マーケティング
活動の評価をできるようになります。
【＋企業活動と会計情報】
市場情報あるいはブランドに代表されるような市場価値を反映させて企業活動を測定し，
企業の経営管理活動を円滑に行うことができるようになります。
【＋ビジネス・ソリューション】
マーケティング領域における様々な問題解決の手法を学び，問題解決ができるようになる
とともに，市場情報から得られた知見を用いて経営戦略から業務管理にいたる意思決定がで
きるようになります。
【＋人的資源と知識創造】
マーケティング活動で求められる人材を育成することができるようになるとともに，市場
情報から得られる知見から知識を創造することができるようになります。
【＋ICTと情報マネジメント】
マーケティング活動で求められるICTを身につけ，Webに代表されるICTを用いた効果的
なマーケティング活動ができるようになるとともに，ICT領域において顧客満足を実現する
マーケティングができるようになります。
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ビジネス・ソリューション

【ねらい】
本テーマは，実際の経営活動で役立つ様々な意思決定・問題解決の思考法とコンピュー
タ・ITの活用法の学習を通じて，経営全般（経営戦略・経営情報・生産・会計・マーケテ
ィング等）の問題解決を実践できる意思決定力の育成を狙いとしています。
【意義】
経営とは意思決定と問題解決
「経営とは意思決定することである」と言われるように，すべての経営活動は意思決定と
問題解決のプロセスから構成されています。そして実際の経営では，この意思決定と問題解
決の能力が企業の業績を大きく左右します。企業の意思決定は，企業全体の方向づけを行う
戦略的意思決定（＝経営戦略）と，各業務で行われる管理的・業務的意思決定に分類されま
す。戦略的意思決定（＝経営戦略）は，企業全体の戦略課題を決定し業績に大きな影響を与
えます。経営戦略の方向性が間違っていれば，業務レベルで従業員が努力しても業績はなか
なか良くなりません。しかし，経営戦略の方向性が適切というだけでは不十分です。経営情
報，生産，会計，マーケティング等の各業務において，戦略課題を解決する有効な具体策を
実践することが不可欠です。優れた経営成果を実現するには，経営のすべてのレベルで適切
な意思決定と問題解決を統合的・整合的に行うことが必要です。本テーマでは，分野横断的
かつ体系的に経営の意思決定と問題解決の思考法・分析方法を学びます。
コンピュータ・ITの活用
コンピュータ・ITは，企業にとって今や欠くことの出来ない存在です。コンピュータ・
ITは，経営の意思決定や問題解決において重要な役割を果たしており，その活用能力の違
いが成果の大きな差異をもたらしています。そこで本テーマでは，コンピュータ・ITを問
題解決の強力なツールと位置づけ，経営情報の管理・活用方法，情報システムの分析・開発
手法，コンピュータベースの意思決定法やORの手法など，コンピュータ・ITを経営で有効
活用する様々な方法について学びます。
実践的な意思決定力の養成
本テーマの特徴は，他のテーマが主に特定分野を対象とするのに対し，（１）経営戦略か
ら各業務まで分野横断的かつ体系的に経営の意思決定や問題解決の思考法を学習する点と
（２）意思決定・問題解決に役立つコンピュータ・ITの活用法を学ぶ点にあります。これに
より履修者の皆さんは，経営全体を見通して何が問題かを把握する分析力と大局観，さらに
探り出した経営課題に対して具体的解決策を提案・実行できる実践的な意思決定力を養成す
ることが出来るでしょう。
【将来像】
意思決定力は，営業マンから経営者まで全ての職種で求められる重要な能力です。本テー
マでこの基礎をしっかり身につけ，より高度な能力が求められる経営計画部門・情報システ
ム部門のスタッフ，マーケティング・生産・財務部門の企画スタッフ，さらに部門管理責任
者や経営者に皆さんが成長していって欲しいと考えています。関連資格には，初級シスア
ド・中小企業診断士・高校情報科の教職資格等があります。
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ビジネス・ソリューションと他テーマを修得することによって・・・

【＋企業と市場・社会】
経営戦略に関する意思決定や様々な問題解決の選択に必要となる理論や手法を幅広い視野
から体系的に理解するとともに，市場や社会の仕組みをORやシミュレーションの手法を用
いて分析することができるようになります。
【＋ベンチャー創造と事業継承】
ビジネス・チャンスを具体化する方法を見につけ，ベンチャーが直面するさまざまな問題
を解決することができるようになります。また，ソリューションに関連するビジネス・チャ
ンスをつかめるようになります。
【＋戦略デザイン】
全社レベルの戦略から，業務レベルの問題解決まであらゆるレベルの戦略や問題解決を理
解するとともに，解決手法を身につけることができます。
【＋グローバル・マネジメント】
グローバル展開する企業が直面するさまざまな問題を理解し，問題解決に必要な手法を身
につけることができます。
【＋企業評価とファイナンス】
ファイナンスにおける問題解決の手法を学び，問題解決ができるようになるとともに，企
業評価をするために必要なさまざまな分析手法を身につけることができるようになります。
【＋企業活動と会計情報】
会計領域のおける様々な問題解決の手法を学び，問題解決ができるようになるとともに，
会計情報から得られた知見から経営戦略から業務管理にいたる意思決定ができるようになり
ます。
【＋顧客満足とマーケティング】
マーケティング領域における様々な問題解決の手法を学び，問題解決ができるようになる
とともに，市場情報から得られた知見から経営戦略から業務管理にいたる意思決定ができる
ようになります。
【＋人的資源と知識創造】
人的資源領域における様々な問題解決の手法を学び，問題解決ができるようになるととも
に，知識創造のために求められる手法を身につけることができるようになります。また，ソ
リューションに求められる人材を育成することができるようになります。
【＋ICTと情報マネジメント】
問題解決や意思決定に求められる，経営的視点や技術を学び，経営戦略から業務管理にい
たる問題解決や意思決定ができるようになるとともに，そこで求められるシステムを設計で
きるようになります。
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人的資源と知識創造

【ねらい】
本テーマでは，企業経営において柱となる人的資源の開発や，人々が円滑に仕事を行うた
めの知識創造の過程について学習し，戦略的な人的資源や知識創造に関する管理技能の体得
を主たる目的としています。
【意義】
組織は人に始まり人に終わる
一般に，「人」，「物」，「金」，そして「情報」を経営資源と呼びますが，これら４つの経営
資源の中でもとりわけ，「人」という資源が最も重要になります。それは，他の３つの経営
資源を活かすも殺すも，結局はそれらを扱う「人」しだいだからです。企業は自らが成長す
るために人を育て，適した場所に配置し，彼・彼女らを仕事に駆り立てるような様々な取り
組みを行う必要があります。みなさんの身のまわりのクラスや部活，あるいはアルバイト先
で一緒に活動している人たちは，みな生き生きと自分たちの役割や仕事をこなしているでし
ょうか？優れた企業は，人を重要な資源とみなし，どんなに不景気で経済的に苦しい時でも，
自社の未来を担う人に投資しているものなのです。
情報を共有して集団天才をつくる
人を大切にしようと，多くの企業が心がけていますが，一方で，多くの従業員が仕事に対
して不満を持っているのも事実です。その原因は，仕事を行う際必要とされる情報がきちん
と共有されていないことにあります。仕事は決して一人だけではできませんから，冒頭で触
れられた経営資源の中の１つ，「情報」が複数の人々の間できちんと共有されていないと，
効率的に仕事ができないばかりか，時に大きな衝突の種にさえなってしまいます。また，競
争相手に勝つためには，組織の内外の情報を付加価値の高い知識へと変換する必要がありま
す。この変換の仕方で企業には差がついていくのです。そして，文章となって明確にされた
知識を基に仕事を行いつつ，先輩や仲間から受け継いだ目に見えない「知恵」を習得し，常
に自ら工夫を加えて知識を修正せねばなりません。このように，企業で働く個々の人々が有
する情報を組織的な知識へ変換する仕組みを知識創造と言います。
【将来像】
経営学という学問領域にたぐり寄せて法律学や心理学の知見を学び，とりわけ人事部や経
営企画室など，企業全体の舵取りを担う幹部候補生の輩出を視野に入れています。このよう
な職種は資格とはあまり関連がありません。そしてこのテーマではまず人間を理解すること
が求められます。直接部下を持つ部長，課長などの管理職はもちろん，将来カウンセラーや
コンサルタント，コーチなど人と接する仕事を目指すなら，このテーマは不可欠といえるで
しょう。なお，本テーマを学習しつつ資格取得を目指したい学生には，社会保険労務士，産
業カウンセラー，中小企業診断士，あるいは経営学検定などがあげられます。
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人的資源と知識創造と他テーマを修得することによって・・・

【＋企業と市場・社会】
社会の影響を大きく受ける従業員の行動を理解できるようになるとともに，知識創造を実
現するための幅広い視野がもてるようになります。
【＋ベンチャー創造と事業継承】
資源が限られているベンチャーで求められる人材確保の仕方，人材活用の方法を身につけ，
イノベーションを推進することができるようになります。また，人材に関連するビジネス・
チャンスをつかめるようになります。
【＋戦略デザイン】
戦略を実現するための人材を育成することができるようになるとともに，より創造的な戦
略を策定することができる組織の仕組みを理解することができるようになります。
【＋グローバル・マネジメント】
グローバル展開する企業が直面する人材の問題を理解し，異文化の中で知識創造できるよ
うに人をマネジメントすることができるようになります。
【＋企業評価とファイナンス】
人的資源が生み出す価値を正しく評価することができるようになるとともに，ファイナン
ス活動に求められる人材を理解することができるようになります。
【＋企業活動と会計情報】
従業員に求められる活動をしっかりとコントロールする方法や，会計情報から得られた知
見から知識を創造することができるようになります。
【＋顧客満足とマーケティング】
マーケティング活動で求められる人材を育成することができるようになるとともに，市場
情報から得られる知見から知識を創造することができるようになります。
【＋ビジネス・ソリューション】
人的資源領域における様々な問題解決の手法を学び，問題解決ができるようになるととも
に，知識創造のために求められる手法を身につけることができるようになります。また，ソ
リューションに求められる人材を育成することができるようになります。
【＋ICTと情報マネジメント】
ICTを活用した人的資源の開発や知識創造ができるようになるとともに，ICT領域で求め
られる人材を育成することができるようになります。
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ICTと情報マネジメント

【ねらい】
本テーマでは，ICT（Information and Communication Technology，情報と通信の技術）
とビジネスを結びつけることができる人材を育成することを目的とし，そのために必須であ
る知識とスキルを体系的に習得できるように，科目を配置しています。
【意義】
パソコンやインターネット，携帯電話（スマートフォン）の機能の進歩・発展により，人
びとがコミュニケーションをとることや，Webブラウザで情報検索を行うことはもちろん
のこと，チケット予約や物品購入などのｅコマース，音楽や映画などのコンテンツ配信など
のサービスも容易に利用できるようになりました。このためには情報の＜交換＞，＜蓄
積＞，＜処理＞，＜分析＞をサービス目的に応じて適切に行うという情報マネジメントが重
要です。

　●「このICTを使ったら，どのようなサービスが提供できるだろうか」
　●「自分が考える新しいサービスを提供するには，どのようなICTが必要だろうか」

これからも新しいICTが生まれます。今やビジネスの世界で可能性を広げるには，ICTに
ついての知識は欠くべからざるものとなりつつあります。

【将来像】
●将来の人材の例：
　 企業内のICT戦略・企画・マーケティング担当，コンサルタント，システム・エンジニア，
教員（教科情報）など。

●各種の情報処理技術関連の資格：
　  パソコン検定，ITパスポート試験，基本情報技術者，教職免許（教科情報），ドットコム
マスター★，などの資格の取得を奨励します。
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ICTと情報マネジメントと他テーマを修得することによって・・・

【＋企業と市場・社会】
ICTを利用して，企業活動と市場や社会，経済問題を解決するシステムを構築することが
できるようになるとともに，ICTを利用することによって生じる様々な社会問題を理解する
ことができるようになります。
【＋ベンチャー創造と事業継承】
ベンチャーの能力を高め，最大限に発揮するICTを使いこなせるようになるとともに，
ICT領域におけるビジネス・チャンスをつかめるようになります。
【＋戦略デザイン】
企業の中長期的なプランニングに必要なICTを身につけ，より実践的に戦略を策定できる
ようになるとともに，ICTに関連する戦略を策定できるようになります。
【＋グローバル・マネジメント】
グローバル社会で求められるICTを理解し，それらを身につけることができるようになり
ます。
【＋企業評価とファイナンス】
ICTを活かした企業評価ができるようになるとともに，ファイナンスで用いられるICT技
術を身につけることができるようになります。
【＋企業活動と会計情報】
会計業務に求められるICTを用いたシステムを構築し，活用することができるようになり
ます。
【＋顧客満足とマーケティング】
マーケティング活動で求められるICTを身につけ，Webに代表されるICTを用いた効果的
なマーケティング活動ができるようになるとともに，ICT領域において顧客を満足させるマ
ーケティングができるようになります。
【＋ビジネス・ソリューション】
問題解決や意思決定に求められる，経営的視点や技術を学び，経営戦略から業務管理にい
たる問題解決や意思決定ができるようになるとともに，そこで求められるシステムを設計で
きるようになります。
【＋人的資源と知識創造】
ICTを活用した人的資源の開発や知識創造ができるようになるとともに，ICT領域で求め
られる人材を育成することができるようになります。
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